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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 20 年 7 月 31 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしま

したのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 21 年 3 月期 連結業績予想の修正 

（１）第 2四半期連結累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

21,000
百万円

2,000
百万円

2,300
百万円 

1,400 
円  銭

14  86

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 23,282 △1,751 △1,453 △2,391  △25 38

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,282 △3,751 △3,753 △3,791 ―― 

増 減 率（％） 10.9% ― ― ― ―― 

（ご参考）前期第 2四半期実績

（平成20年 3月期第2四半期） 
26,597 5,365 6,306 4,083 41  36

 

（２）通期（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

41,000
百万円

2,600
百万円

3,400
百万円 

2,000 
円  銭

21  41

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 42,000 △5,100 △4,500 △5,800 △62 09

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,000 △7,700 △7,900 △7,800 ―― 

増 減 率（％） 2.4% ― ― ― ―― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期） 
50,582 2,345 2,852 △1,300 △13  15

 

 

 

 



２．平成 21 年 3 月期 個別業績予想の修正 

（１）第 2四半期累計期間（平成 20 年 4 月 1日～平成 20 年 9 月 30 日） 

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

16,000
百万円

1,600
百万円

2,500
百万円 

1,800 
円  銭

19  01

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 17,986 1,853 2,779 1,965    20 76

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,986 253 279 165 ―― 

増 減 率（％） 12.4% 15.9% 11.2% 9.2% ―― 

（ご参考）前期第 2四半期実績

（平成20年 3月期第2四半期） 
21,130 4,682 5,006 3,143 31  64

 

（２）通期（平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3 月 31 日） 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

31,000
百万円

2,300
百万円

3,400
百万円 

2,300 
円  銭

24  50

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 33,000 2,300 3,400 2,300 24 50

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,000 ― ― ― ―― 

増 減 率（％） 6.5% ― ― ― ―― 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年 3 月期）） 
38,989 7,614 8,071 4,938 49  71

 

 

３．業績予想の修正理由 

【連結】 

第 2四半期につきましては、平成 20 年 10 月 7 日に公表いたしましたとおり、主に当社の子会

社である日証金信託銀行㈱（以下「日証金信託」という。）の保有する有価証券のうち、時価が

著しく下落し回復する見込があると認められない債務担保証券（CDO）および国内上場株式につ

いて、減損処理等による有価証券評価損 4,312 百万円を計上したためであります。 

通期につきましては、第 2四半期の状況に加え、最近の金融市場の混乱を踏まえ、日証金信託

が保有する債務担保証券の価格が今後更に下落することを想定して算定しております。 

 

【個別】 

第 2四半期につきましては、主に貸借取引業務において貸株が融資を上回る株不足銘柄が増加

したことにより、有価証券貸付料（逆日歩）が前回予想を上回る見込みとなったためであります。 

通期につきましては、最近の株式市場および制度信用取引残高の動向を勘案し、次のとおり前

提条件を修正いたしました。 

 

 

 



[業績予想の前提条件の修正] 

貸借取引平均残高：貸付金    3,700 億円（修正前 4,300 億円） 

貸付有価証券 3,600 億円（修正前 4,300 億円） 

 

なお、日証金信託は、自己資本の充実を図るため 80 億円の増資を行う予定であり、当社は、

今月 31 日開催予定の当社取締役会において本増資の全額引受けに応じる件を付議することとし

ています。 

今後も、日証金信託の業務運営にあたり財務基盤や資金調達面について全面的にバックアップ

してまいります。 

 

４．配当について 

配当金につきましては、当初予想どおり 1 株当たり中間期末 10 円、期末 10 円（年間配当金   

1 株当たり 20 円）を予定しております。 

 

 

※上記の予想には、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見直し・計画に基づく予想が含まれ

ており、株式市況・金利の変動等にかかわるリスクや不確定要因により実際の業績が記載の予想

値と大幅に異なる可能性があります。 

 

以  上 


